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前
号
に
、
「
今
回
を
も
っ
て
、
一
旦
こ
の
連
載
を
休
む
こ
と
に
す
る
」
 
 

七
書
い
た
。
す
る
と
、
小
誌
を
送
る
と
多
忙
な
中
で
も
必
ず
返
事
を
く
だ
 
 

さ
る
、
筑
波
大
の
新
保
氏
か
ら
、
「
連
載
、
ど
う
し
て
中
断
な
さ
る
の
で
 
 

す
か
。
（
教
育
）
（
国
語
）
に
対
す
る
今
の
社
会
の
無
神
経
な
攻
撃
が
文
化
 
 

破
壊
で
あ
る
事
を
、
わ
か
ら
せ
て
く
れ
る
大
変
お
も
し
ろ
い
も
の
だ
と
 
 

思
っ
て
お
り
ま
し
美
の
に
」
と
善
か
れ
た
便
り
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
駄
 
 

文
が
そ
れ
ほ
ど
有
意
義
な
も
の
だ
と
は
思
え
な
い
が
、
新
保
氏
の
好
意
あ
 
 

る
悠
漁
に
応
え
る
べ
く
、
今
号
に
も
拙
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
 
 
 

そ
う
い
え
ば
、
渡
文
ゼ
ミ
三
年
生
の
T
さ
ん
と
話
を
し
て
い
て
、
国
語
 
 

専
攻
を
志
望
し
た
動
機
が
話
題
に
な
っ
た
。
彼
女
は
国
語
が
好
き
だ
っ
た
 
 

の
だ
が
、
高
校
の
進
路
相
談
の
時
間
に
、
国
語
な
ど
勉
強
し
て
も
仕
方
が
 
 

な
い
（
就
職
口
が
な
い
？
）
か
ら
、
文
科
系
な
ら
法
律
か
経
済
の
ほ
う
が
 
 

良
い
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を
振
り
切
っ
て
受
験
し
た
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
先
 
 

生
は
善
意
？
で
言
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
経
済
無
策
が
引
き
起
こ
し
た
慢
性
 
 

的
不
況
下
、
あ
ま
り
に
も
実
利
優
先
・
経
済
効
率
優
先
の
風
潮
が
蔓
延
し
 
 

て
い
て
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
人
類
の
文
明
の
、
特
に
言
語
表
現
に
閲
す
 
 

現
代
言
葉
遣
い
小
考
（
七
）
 
 

－
国
語
を
教
え
る
者
の
自
戒
の
た
め
に
ー
 
 

①
高
橋
輝
次
編
著
『
古
本
漁
り
の
魅
惑
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
〇
・
三
）
 
 

●
五
四
頁
「
郊
外
散
歩
 
病
膏
盲
に
入
る
。
」
（
保
昌
正
夫
「
勝
幸
雑
記
」
）
 
 

ま
た
や
っ
て
い
る
。
「
膏
宵
」
な
の
だ
。
 
 

●
七
八
頁
「
『
神
戸
名
所
』
は
椎
抽
な
筆
敦
構
図
な
が
ら
、
…
…
エ
キ
ゾ
チ
ッ
 
 
 

ク
な
味
を
持
っ
て
ゐ
る
。
」
（
岩
佐
東
一
郎
「
兵
隊
古
本
屋
」
）
 
 

「
椎
抽
」
が
わ
か
ら
な
い
。
「
稚
拙
」
か
。
 
 

●
三
一
六
頁
「
日
本
の
講
釈
師
が
、
張
り
扉
か
ら
蔽
き
だ
す
嘘
八
百
の
所
 
 
 

」
（
野
口
米
次
郎
「
ク
ロ
ー
ド
・
 
 
 

謂
実
録
薄
み
た
や
う
な
物
語
で
、
…
…
 
 
 

ヂ
ユ
パ
ル
」
）
 
 

「
張
り
扉
」
に
は
ま
い
っ
た
。
「
張
り
扇
」
で
し
ょ
う
。
 
 

●
二
三
八
貫
「
私
の
禁
書
三
昧
の
し
が
な
い
人
生
が
厳
然
と
存
す
る
故
 
 
 

以
。
」
（
城
市
郎
「
果
て
し
な
く
哀
歓
卒
む
『
古
書
目
録
』
」
）
 
 

「
故
以
」
が
わ
か
ら
な
い
。
「
所
以
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
 
 

る
文
化
的
伝
統
の
、
世
代
を
越
え
た
継
承
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
く
の
で
 
 

は
な
い
か
と
危
機
感
を
も
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
 
 

藤
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本
に
は
こ
う
い
う
た
ぐ
い
の
誤
植
が
多
い
。
「
微
臭
ひ
」
1
「
徴
臭
ひ
」
、
 
 
 

「
再
販
」
1
「
再
版
」
な
ど
な
ど
。
高
橋
輝
次
と
い
う
人
は
フ
リ
ー
編
 
 
 

集
者
だ
そ
う
だ
。
彼
は
こ
れ
以
前
に
も
 
『
古
本
屋
の
来
客
簿
』
 
『
古
本
 
 
 

屋
の
本
棚
』
な
ど
の
古
書
に
ま
つ
わ
る
本
を
編
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
 
 
 

本
に
も
誤
植
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
本
も
同
様
。
原
文
そ
の
も
の
が
誤
 
 
 

植
な
ら
「
マ
マ
」
と
で
も
す
れ
ば
良
い
。
せ
っ
か
く
多
く
の
随
筆
類
か
 
 
 

ら
楽
し
く
貴
重
な
話
を
集
め
て
い
る
の
に
、
興
趣
を
そ
が
れ
る
こ
と
は
 
 
 

な
は
だ
し
い
。
し
か
も
最
近
の
本
の
例
に
漏
れ
ず
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
 
 
 

た
ら
し
く
、
一
二
九
頁
の
五
行
日
な
ど
、
「
中
々
進
ま
ぬ
。
」
と
い
う
一
 
 
 

文
を
、
行
の
冒
頭
に
「
中
」
と
い
う
一
文
字
を
置
い
た
だ
け
で
改
行
し
 
 
 

て
し
ま
う
か
ら
、
四
〇
字
以
上
が
空
自
に
な
っ
て
い
る
し
、
二
〇
〇
頁
 
 
 

の
一
四
行
目
は
、
末
尾
の
一
文
字
分
が
空
自
に
な
っ
て
い
る
 
（
他
に
も
 
 
 

あ
る
）
。
こ
れ
は
次
の
行
頭
に
「
上
げ
ま
す
よ
」
と
い
う
か
ぎ
括
弧
の
 
 
 

つ
く
文
が
く
る
た
め
に
そ
う
な
っ
て
い
る
 
（
括
弧
が
行
末
に
釆
な
い
よ
 
 
 

う
に
禁
則
指
定
し
て
い
る
）
 
の
だ
が
、
印
刷
す
る
際
に
は
、
前
の
行
で
 
 
 

字
間
を
微
調
整
し
て
空
自
を
作
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
の
が
編
集
者
 
 
 

の
常
識
だ
ろ
う
。
高
校
教
科
書
も
出
版
し
て
い
る
東
京
書
籍
の
書
物
だ
 
 
 

か
ら
こ
そ
、
信
頼
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
切
に
祈
る
。
 
 

②
「
売
れ
て
い
ま
す
」
 
（
毎
日
新
聞
夕
刊
、
二
〇
〇
〇
⊥
ハ
・
五
）
 
 

●
「
…
…
臨
場
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
お
さ
だ
ま
り
の
巻
き
舌
の
ヤ
ク
ザ
言
 
 
 

葉
が
か
ぶ
さ
り
…
…
」
 
 
 

新
堂
冬
樹
『
無
限
地
獄
』
と
い
う
本
の
書
評
。
「
お
定
ま
り
」
と
い
 
 
 

う
表
現
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。
そ
の
時
に
は
、
こ
れ
を
「
お
さ
だ
ま
 
 
 

り
」
と
読
む
の
か
「
お
き
ま
り
」
と
読
ん
で
い
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
 
 
 

い
の
で
取
り
上
げ
る
こ
と
を
控
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
平
仮
名
で
書
 
 
 

い
て
く
れ
る
と
は
っ
き
り
す
る
。
「
御
決
ま
り
」
の
誤
用
な
の
だ
。
 
 

③
姉
小
路
祐
『
汚
職
捜
査
』
 
（
講
談
社
ノ
ベ
ル
ズ
、
二
〇
〇
〇
⊥
ハ
）
 
 

●
一
七
頁
「
〔
S
P
の
バ
ッ
ジ
は
〕
太
陽
と
月
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
っ
 
 
 

た
。
そ
れ
は
 
〝
昼
夜
を
い
と
わ
ず
警
護
す
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
し
て
 
 
 

。
 

い
た
」
 
 

昼
を
厭
う
者
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
「
昼
夜
を
問
わ
ず
」
の
誤
り
か
。
 
 

④
『
中
学
国
語
2
』
 
（
教
育
出
版
）
 
 

●
一
一
一
頁
「
無
数
の
桜
の
花
が
一
斉
に
満
開
し
た
。
」
 
 

教
育
実
習
の
研
究
授
業
で
目
に
し
た
国
語
の
教
科
書
に
収
録
さ
れ
て
 
 
 

い
る
、
内
海
隆
一
郎
「
残
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
」
の
一
節
。
こ
の
二
即
の
 
 
 

数
行
前
に
は
、
「
満
開
に
も
な
っ
て
い
な
い
わ
。
」
と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
 
 
 

る
。
「
満
開
」
を
動
詞
に
用
い
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
の
だ
が
、
『
辞
 
 
 

林
2
1
』
に
も
、
「
満
開
」
の
語
の
見
出
し
の
あ
と
に
、
「
ス
ル
」
と
、
サ
 
 
 

変
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
む
ね
の
表
示
が
あ
る
。
も
う
走
者
し
た
用
 
 
 

法
だ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
一
三
頁
に
は
「
〔
桜
前
線
の
曲
 
 
 

線
は
〕
比
較
的
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
か
き
つ
つ
、
…
…
 
」
と
い
う
〓
即
 
 
 

も
あ
る
。
「
カ
ー
ブ
を
か
く
」
と
は
？
「
カ
ー
ブ
を
措
く
」
な
ら
ば
違
 
 
 

和
感
が
な
い
の
だ
が
。
 
 

⑤
唐
沢
俊
一
『
古
本
マ
ニ
ア
雑
学
ノ
ー
ト
』
 
（
「
文
庫
版
あ
と
が
き
」
幻
冬
 
 
 

社
文
庫
、
二
〇
〇
〇
・
八
）
 
 

●
三
〇
八
頁
「
こ
の
元
本
を
執
筆
し
た
と
き
は
、
…
…
い
ろ
い
ろ
と
思
考
 
 
 

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
大
げ
さ
で
な
く
四
転
八
倒
し
た
。
」
 
 

文
庫
本
に
な
っ
た
機
会
に
再
読
し
て
み
た
。
ひ
ね
っ
た
言
い
方
の
よ
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う
に
も
見
え
る
が
、
「
試
行
錯
誤
」
「
七
転
八
倒
」
だ
ろ
う
。
 
 

⑥
三
好
徹
『
興
亡
三
国
志
』
第
五
巻
（
集
英
社
、
一
九
九
七
・
一
〇
）
 
 

●
三
九
七
頁
「
ま
た
『
曹
操
論
集
』
…
…
『
三
国
志
漢
義
』
の
各
書
に
被
 
 
 

益
さ
れ
る
こ
と
が
こ
と
が
多
か
っ
た
。
」
 
 
 

「
あ
と
が
き
」
の
末
尾
の
文
章
。
こ
の
本
は
、
近
所
の
小
さ
な
安
売
り
 
 
 

店
の
店
頭
に
百
円
均
一
で
並
ん
で
お
り
、
し
か
も
仝
五
巻
が
揃
っ
て
い
 
 
 

た
の
で
放
置
す
る
に
忍
び
な
く
て
買
っ
て
き
た
も
の
。
『
三
国
志
演
義
』
 
 
 

と
い
う
音
名
ヒ
「
稗
益
」
く
ら
い
は
正
確
に
書
い
て
ほ
し
い
。
 
 

⑦
岡
崎
武
志
『
古
本
屋
さ
ん
の
謎
』
（
発
行
同
朋
社
、
発
売
角
川
書
店
、
 
 
 

二
〇
〇
〇
・
三
）
 
 

●
八
二
貫
「
ま
だ
一
歳
に
な
る
く
ら
い
の
愛
娘
を
ひ
ざ
に
、
…
…
。
」
 
 

「
…
…
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
く
ら
い
の
」
 
の
短
縮
型
か
。
 
 

●
九
一
貫
「
電
車
に
乗
っ
て
遠
来
か
ら
で
も
買
い
に
来
る
と
い
う
、
…
…
」
 
 

1
遠
来
」
だ
け
で
、
遠
く
か
ら
や
っ
て
来
る
意
だ
か
ら
、
遠
来
な
ど
 
 
 

と
言
わ
ず
に
、
遠
く
か
ら
と
言
え
ば
よ
い
の
に
。
こ
の
本
に
は
ル
ビ
に
 
 
 

も
不
思
議
な
も
の
が
あ
っ
て
、
「
田
村
治
芳
（
よ
し
は
る
）
」
（
二
〇
 
 
 

四
頁
）
と
か
、
「
梅
（
う
め
ず
）
ヶ
丘
」
（
二
〇
八
頁
）
と
か
は
理
解
 
 
 

に
苦
し
む
。
作
者
は
あ
と
が
き
の
最
後
に
「
こ
の
本
が
新
刊
書
店
に
並
 
 
 

び
、
い
ず
れ
古
本
屋
さ
ん
の
棚
に
も
並
び
ま
す
よ
う
に
…
…
。
」
と
書
 
 
 

い
て
い
る
。
作
者
の
希
望
ど
お
り
？
小
樽
の
Ⅰ
古
書
店
で
購
入
し
た
。
 
 

⑧
風
著
『
風
の
書
評
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
八
〇
・
一
一
）
 
 

●
一
四
一
頁
「
人
気
文
筆
家
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
付
き
合
い
の
い
い
 
 
 

人
種
と
わ
か
っ
て
お
ど
ろ
い
た
。
」
 
 

「
お
そ
ろ
し
く
」
だ
ろ
う
ね
。
百
目
鬼
恭
三
郎
著
『
続
風
の
書
評
』
（
一
 
 
 

九
八
三
・
二
）
を
先
に
読
ん
だ
の
で
、
つ
い
で
に
こ
れ
に
も
目
を
通
し
 
 
 

て
し
ま
っ
た
。
 
 

⑨
近
藤
富
枝
『
自
分
を
磨
く
女
の
心
わ
ざ
』
（
海
竜
社
、
一
九
九
〇
）
 
 

●
二
二
頁
「
ひ
と
か
ら
葡
萄
の
巨
砲
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
」
 
 
 

巨
峰
で
す
ね
。
二
七
頁
に
も
「
巨
砲
で
染
め
た
紫
色
の
紙
」
と
あ
る
。
 
 
 

彼
女
の
著
書
は
『
本
郷
菊
富
士
ホ
テ
ル
』
を
は
じ
め
愛
読
し
て
い
て
、
 
 
 

古
書
店
で
見
か
け
る
と
購
入
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
本
で
、
彼
 
 
 

女
が
戦
後
の
一
時
期
、
わ
が
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
静
岡
県
御
殿
場
の
東
 
 
 

隣
り
の
小
山
町
で
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
 
 

⑲
山
際
明
利
「
北
宋
四
子
墓
探
訪
記
」
（
「
東
方
」
二
四
〇
、
二
〇
〇
丁
 
 
 

二
）
 
 

●
三
頁
「
〔
張
載
の
弼
堂
は
〕
他
聞
に
漏
れ
ず
文
化
大
革
命
で
破
壊
さ
れ
 
 
 

た
…
…
」
 
 
 

他
聞
は
、
「
他
人
に
聞
か
れ
る
こ
と
。
ひ
と
ぎ
き
。
外
聞
。
」
（
角
川
『
新
 
 
 

字
源
』
）
、
「
他
聞
を
は
ば
か
る
」
な
ど
と
用
い
る
。
こ
こ
は
、
「
漏
れ
ず
」
 
 
 

に
続
く
の
だ
か
ら
、
「
多
分
（
古
く
は
、
他
分
と
も
書
い
た
ら
し
い
）
」
 
 
 

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
多
分
、
多
聞
、
他
聞
は
混
同
し
 
 
 

そ
う
で
は
あ
る
。
 
 

⑪
N
H
K
ラ
ジ
オ
「
暮
ら
し
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
」
（
二
〇
〇
一
・
二
、
午
前
）
 
 

●
「
食
と
い
う
字
は
人
を
良
く
す
る
と
書
く
。
．
人
を
良
く
す
る
の
が
食
事
 
 
 

な
ん
で
す
。
」
 
 

ゲ
ス
ト
の
料
理
専
門
学
校
校
長
服
部
氏
が
言
っ
た
言
葉
。
結
婚
式
で
、
 
 
 

人
と
い
う
字
は
、
二
人
の
人
間
が
支
え
合
っ
て
い
る
形
、
な
ど
と
言
う
 
 
 

た
ぐ
い
の
俗
解
。
子
ど
も
が
漢
字
を
覚
え
る
た
め
の
便
法
だ
っ
た
ら
仕
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方
な
い
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
言
っ
て
歩
い
て
い
る
 
 
 

ん
で
し
ょ
う
ね
。
一
度
く
ら
い
漢
字
辞
典
を
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
 
 

⑲
工
藤
静
香
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
S
T
V
テ
レ
ビ
「
得
ダ
ネ
フ
ァ
イ
ル
」
、
 
 
 

二
〇
〇
一
・
三
⊥
ハ
午
後
）
 
 

●
「
主
治
医
の
先
生
の
反
断
で
…
…
」
 
 
 

退
院
し
た
こ
と
を
報
せ
る
報
道
各
社
あ
て
の
本
人
直
筆
の
フ
ァ
ッ
ク
 
 
 

ス
。
こ
の
ご
ろ
は
ワ
ー
プ
ロ
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
多
い
の
に
、
き
れ
い
 
 
 

な
文
字
だ
っ
た
の
で
、
顔
を
テ
レ
ビ
画
面
に
近
づ
け
て
見
て
し
ま
っ
た
。
 
 
 

誤
字
が
あ
っ
た
の
は
残
念
。
 
 

⑬
「
卒
業
論
文
」
中
の
誤
字
の
一
例
（
二
〇
〇
一
一
）
 
 

●
「
梢
然
」
「
茶
毘
」
「
確
心
」
「
注
告
」
「
幣
害
」
 
 
 

順
に
「
情
然
」
「
茶
毘
」
「
確
信
」
「
忠
告
」
「
弊
害
」
と
書
き
た
か
っ
 
 
 

た
の
ぞ
。
こ
れ
ら
の
誤
字
を
注
意
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
 
 
 

で
、
国
語
科
の
卒
論
を
ワ
ー
プ
ロ
化
す
る
こ
と
は
、
時
期
尚
早
だ
と
確
 
 
 

信
し
て
い
る
。
 
 

⑱
「
『
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
の
こ
ろ
－
芝
木
好
子
」
（
船
山
馨
『
み
み
ず
く
 
 
 

散
歩
』
構
想
社
、
一
九
七
八
所
載
）
 
 

●
一
一
七
頁
「
乱
用
し
て
い
た
覚
醒
剤
か
ら
は
、
…
…
遠
去
か
つ
て
い
た
 
 
 

も
の
の
、
…
…
」
 
 

「
去
か
る
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
か
ら
、
「
遠
ざ
か
る
」
と
平
仮
名
 
 
 

に
し
な
く
て
は
。
滝
川
の
古
書
店
で
求
め
た
こ
の
本
、
帯
に
「
『
石
狩
 
 
 

平
野
』
『
北
国
物
語
』
の
著
者
の
初
エ
ッ
セ
イ
集
」
と
あ
る
。
戦
前
の
 
 
 

札
幌
や
小
樽
の
こ
と
が
し
ば
し
ば
登
場
し
、
引
き
こ
ま
れ
て
一
気
に
読
 
 
 

ん
で
し
ま
っ
た
。
佐
藤
忠
良
の
装
悼
も
美
し
い
。
 
 

⑮
『
孟
東
野
詩
注
』
（
台
湾
・
新
文
豊
出
版
股
扮
公
司
、
民
国
六
八
年
八
 
 
 

月
初
版
）
 
 

●
「
孟
浩
然
著
」
 
 
 

陳
延
傑
『
孟
東
野
詩
注
』
を
複
製
し
、
一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
 
 
 

こ
の
本
は
、
表
紙
に
1
孟
浩
然
著
」
と
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
奥
付
に
 
 
 

も
「
著
作
者
 
孟
浩
然
」
と
記
し
て
あ
る
。
発
行
者
は
劉
修
橋
。
劉
修
 
 
 

橋
は
よ
ほ
ど
古
典
文
学
に
う
と
い
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
孟
東
野
は
、
 
 
 

孟
浩
然
で
は
な
く
て
孟
郊
な
の
だ
か
ら
。
 
 

⑲
「
子
供
と
向
き
合
う
①
母
」
（
毎
日
新
聞
朝
刊
、
二
〇
〇
一
・
四
・
八
）
 
 

●
「
深
夜
ま
で
狭
い
厨
房
に
立
ち
ず
く
め
で
、
時
給
は
昼
間
8
0
0
円
、
 
 
 

夜
間
1
0
0
0
円
。
」
 
 

「
ず
く
め
」
は
、
『
層
林
2
1
』
に
、
「
【
尽
く
め
】
（
接
尾
）
そ
れ
以
外
 
 
 

の
何
も
の
で
も
な
い
意
を
表
す
。
す
べ
て
…
…
で
あ
る
。
『
い
い
こ
と
 
 

ー
 』
」
と
あ
る
。
い
っ
ぼ
う
、
「
づ
め
」
の
ほ
う
は
、
「
【
詰
め
】
⑤
そ
の
 
 
 

動
作
・
状
態
を
続
け
る
こ
と
。
『
終
点
ま
で
立
ち
－
だ
っ
た
。
』
」
と
あ
る
。
 
 
 

や
は
り
「
立
ち
ず
く
め
」
は
誤
肝
だ
ろ
う
。
同
じ
記
事
中
に
、
「
警
視
 
 
 

庁
綾
瀬
署
の
刑
事
数
人
が
突
然
訪
れ
、
逮
捕
状
を
か
ざ
し
た
。
」
と
い
 
 
 

う
表
現
が
あ
る
。
「
か
ざ
す
」
は
、
「
手
に
持
っ
て
頭
上
に
高
く
か
か
げ
 
 
 

る
」
（
『
辞
林
㌘
）
こ
と
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
だ
が
、
 
 

実
際
の
刑
事
さ
ん
た
ち
も
逮
捕
状
を
頭
上
に
か
か
げ
た
り
な
さ
る
の
だ
 
 
 

ろ
う
か
。
 
 
 

と
書
い
て
、
高
島
俊
男
『
お
言
葉
で
す
が
…
…
⑤
キ
ラ
イ
な
こ
と
ば
 
 

勢
揃
い
』
（
文
蛮
春
秋
、
二
〇
〇
丁
二
）
を
読
ん
だ
ら
、
た
ま
た
ま
「
結
 
 

構
ず
く
め
金
ず
く
め
」
と
い
う
項
が
あ
り
、
『
辞
林
2
1
』
の
説
明
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
「
尽
く
め
」
と
い
う
表
記
は
正
し
く
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
 
 
 

「
尽
く
め
」
だ
っ
た
ら
、
「
づ
く
め
」
と
書
か
な
け
れ
ば
お
か
し
な
こ
 
 
 

と
に
な
る
。
 
 

⑳
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
店
の
役
員
の
発
言
（
H
B
C
テ
レ
ビ
 
 
 

「
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
」
、
二
〇
〇
一
・
由
・
二
九
夜
）
 
 

●
「
お
客
さ
．
ま
を
価
格
で
も
て
遊
ば
な
い
」
 
 
 

テ
ロ
ツ
プ
で
表
示
さ
れ
た
も
の
。
1
と
い
う
ス
ー
パ
ー
は
不
況
で
も
 
 
 

業
績
が
下
が
ら
な
い
の
だ
そ
う
だ
。
そ
の
1
の
経
営
理
念
を
語
っ
た
も
 
 
 

の
。
「
弄
ば
な
い
」
だ
ろ
う
。
役
員
に
罪
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
テ
レ
 
 
 

ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
は
誰
が
作
成
す
る
の
か
知
ら
な
い
が
、
レ
ベ
ル
が
下
 
 
 

が
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
。
市
内
新
川
の
H
薬
局
で
見
か
け
た
、
「
承
る
」
 
 
 

の
新
変
種
「
調
剤
受
た
ま
わ
り
処
」
も
、
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。
 
 

⑲
1
『
滝
田
ゆ
う
落
語
劇
場
 
第
二
輯
』
（
文
春
文
庫
、
一
九
八
三
・
四
）
 
 

●
「
そ
し
て
八
つ
草
木
も
眠
る
丑
満
ど
き
」
 
 

「
も
う
半
分
」
の
一
場
面
。
「
も
う
半
分
」
は
、
古
今
亭
恵
ん
生
と
 
 
 

古
今
亭
今
輔
が
し
ば
し
ば
高
座
に
か
け
た
そ
う
だ
。
′
こ
れ
は
「
丑
三
つ
 
 
 

ど
き
」
だ
ね
。
 
 

⑲
「
北
京
三
千
年
・
水
と
石
の
都
 
塵
史
家
ジ
ニ
ー
さ
ん
の
古
都
探
訪
」
 
 
 

（
N
H
K
B
S
1
1
、
±
0
〇
一
・
四
・
二
九
夜
）
 
 

●
「
陶
然
亭
公
園
」
「
万
松
老
人
」
 
 

漢
字
の
表
記
が
誤
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
言
葉
を
 
 
 

ナ
レ
ー
タ
ー
の
牟
田
悌
三
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
タ
オ
ラ
ン
テ
ィ
ン
こ
う
え
 
 
 

ん
」
「
ま
ん
ま
つ
ろ
う
じ
ん
」
と
読
む
。
「
陶
然
亭
」
を
中
国
語
の
原
音
 
 
 

に
近
く
無
理
に
読
も
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
 
 

し
、
耶
律
楚
材
（
二
九
〇
－
一
二
四
四
）
が
若
い
こ
ろ
師
事
し
た
と
 
 
 

い
う
高
僧
の
名
を
、
ま
ん
ま
つ
と
音
訓
混
合
し
て
読
む
の
に
は
驚
い
た
。
 
 

ど
う
し
て
バ
ン
 

あ
ず
ま
」
の
レ
ベ
ル
だ
。
い
っ
た
い
に
、
N
H
K
は
中
国
の
固
有
名
詞
 
 
 

の
読
み
方
が
非
常
に
杜
撰
で
、
こ
の
番
組
で
も
「
虚
溝
橋
」
は
ロ
コ
ウ
 
 

キ
ョ
ウ
と
読
む
の
に
、
「
高
梁
橋
」
は
コ
ウ
リ
ャ
ン
バ
シ
と
読
む
。
基
 
 

本
的
に
は
中
国
の
固
有
名
詞
は
、
音
読
み
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
「
慮
溝
橋
」
 
 

は
、
日
本
で
も
読
み
は
定
着
し
て
い
る
か
ら
、
ル
ー
コ
ウ
・
チ
ァ
オ
な
 
 

ど
と
と
読
む
必
要
は
な
い
と
し
て
も
、
「
高
梁
」
を
コ
ウ
リ
ャ
ン
と
読
 
 

む
こ
と
が
定
着
し
て
い
克
と
は
思
え
な
い
。
「
高
梁
」
と
誤
解
し
た
の
 
 
 

だ
ろ
う
か
。
「
梁
」
と
「
梁
」
は
発
音
が
同
じ
で
、
『
辞
林
㌘
に
は
、
「
コ
ー
 
 
 

リ
㌣
ン
（
高
梁
）
」
「
コ
ー
リ
ャ
ン
し
ゆ
（
高
梁
酒
）
」
が
載
っ
て
い
る
。
 
 

番
組
自
体
は
、
日
本
人
を
夫
に
も
ち
、
北
京
に
十
年
以
上
暮
ら
し
て
い
 
 
 

る
と
い
う
ジ
ニ
ー
さ
ん
が
、
北
京
中
心
部
に
あ
る
観
光
名
所
で
は
な
い
、
 
 
 

遼
（
九
三
八
－
一
一
二
五
）
・
金
（
一
一
一
五
－
一
二
三
四
）
時
代
の
 
 
 

埋
も
れ
つ
つ
あ
る
遺
跡
を
尋
ね
歩
く
、
N
H
K
な
ら
で
は
の
地
味
だ
が
 
 
 

味
わ
い
深
い
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
残
念
だ
。
ま
た
遼
・
金
な
ら
ば
、
せ
 
 
 

い
ぜ
い
千
年
ほ
ど
前
な
の
に
、
タ
イ
ト
ル
に
「
北
京
三
千
年
」
と
称
す
 
 
 

る
の
も
何
や
ら
誇
大
広
告
め
い
て
い
る
。
 
 

⑳
「
考
え
込
む
コ
ラ
ム
 
高
級
ブ
ラ
ン
ド
」
（
毎
日
新
開
夕
刊
、
二
〇
〇
丁
 
 
 

五
・
三
〇
）
 
 

●
「
私
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
社
会
人
に
な
っ
た
年
、
2
3
歳
の
時
 
 
 

に
買
っ
た
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
だ
。
…
…
そ
う
、
か
く
亭
っ
私
も
、
ブ
ラ
 
 
 

ン
ド
が
嫌
い
で
な
い
。
と
い
う
か
、
け
っ
こ
う
好
き
。
正
直
言
う
と
、
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大
好
き
か
も
し
れ
な
い
。
」
 
 

「
海
外
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
製
品
が
売
れ
て
い
る
」
と
い
う
特
集
記
事
。
 
 
 

「
と
い
う
か
」
「
て
い
う
か
」
と
い
う
語
が
学
生
た
ち
の
会
話
中
に
し
 
 
 

ば
し
ば
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
だ
い
ぶ
た
つ
。
こ
ち
ら
が
話
 
 
 

を
す
る
と
、
ひ
と
区
切
り
つ
く
の
を
待
っ
て
、
す
か
さ
ず
「
て
い
う
か
」
 
 
 

と
や
ら
れ
る
と
、
こ
ち
ら
が
説
明
し
た
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
ず
否
 
 
 

定
さ
れ
た
の
か
と
思
っ
て
が
っ
か
り
す
る
。
し
か
し
、
完
全
に
否
定
し
 
 
 

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
ら
し
く
、
部
分
的
に
肯
定
し
た
上
で
単
に
別
の
 
 
 

角
度
か
ら
説
明
し
た
り
、
事
例
を
追
加
し
た
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
り
 
 
 

す
る
。
あ
な
た
は
こ
ち
ら
の
話
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
の
か
、
ま
 
 
 

ず
そ
れ
を
は
つ
き
り
さ
せ
て
か
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
な
さ
い
、
と
言
 
 
 

い
た
く
な
る
。
さ
ら
に
、
一
人
の
話
の
中
に
こ
の
語
が
頻
出
す
る
と
、
 
 
 

よ
く
聞
い
て
い
て
も
結
論
が
は
っ
き
り
せ
ず
に
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ
 
 
 

る
。
会
話
の
上
だ
け
で
の
こ
と
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
ま
だ
る
っ
 
 
 

こ
し
い
言
い
方
が
堂
々
と
新
聞
に
も
載
っ
て
い
て
驚
い
た
。
こ
の
記
者
 
 
 

が
ブ
ラ
ン
ド
好
き
か
ど
う
か
な
ど
、
ま
っ
た
く
関
心
が
な
い
け
れ
ど
。
 
 

㊧
「
セ
ッ
シ
ョ
ウ
」
（
N
H
K
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
、
二
〇
〇
一
⊥
ハ
）
 
 

●
「
摂
政
」
と
「
折
衝
」
 
 
 

ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
、
国
王
が
銃
撃
さ
れ
て
亡
く
な
っ
 
 
 

た
。
詳
細
は
な
お
わ
か
ら
な
い
。
国
王
が
亡
く
な
っ
た
の
で
摂
政
が
た
っ
 
 
 

た
。
こ
の
摂
政
の
語
を
N
H
K
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
申
し
合
わ
せ
た
よ
 
 
 

ぅ
に
折
衝
と
発
音
す
る
。
昔
は
N
H
K
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
発
音
が
標
 
 
 

準
と
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
も
は
や
信
頼
で
き
な
い
。
 
 

⑳
大
屋
幸
世
『
蒐
書
日
誌
 
」
』
（
暗
星
社
、
二
〇
〇
一
⊥
ハ
）
 
 

●
四
八
頁
「
酒
と
歌
と
が
先
生
に
と
つ
て
最
大
の
慰
籍
で
あ
つ
た
ら
う
。
」
 
 

「
慰
籍
」
は
、
「
慰
籍
」
の
誤
植
だ
ろ
う
。
こ
の
本
、
森
鴎
外
の
研
 
 
 

究
者
で
あ
る
著
者
の
「
蒐
書
」
の
日
々
を
日
誌
風
に
綴
っ
た
も
の
。
専
 
 
 

門
外
な
の
で
理
解
で
き
な
い
部
分
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
集
書
へ
の
熱
 
 
 

意
と
読
書
量
に
は
圧
倒
さ
せ
ら
れ
、
数
日
間
は
こ
の
本
ば
か
り
読
ん
で
 
 
 

い
た
。
帯
に
は
「
私
に
は
で
る
限
り
初
出
で
読
み
た
い
と
い
う
思
い
が
 
 
 

あ
る
。
臨
場
感
を
味
わ
い
た
い
か
ら
だ
。
－
あ
る
研
究
者
執
念
の
古
本
 
 
 

屋
め
ぐ
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
読
む
と
自
分
な
ど
書
物
の
こ
と
を
何
も
 
 
 

知
ら
な
い
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
．
東
京
の
あ
ち
こ
ち
の
古
書
 
 
 

店
・
古
書
展
を
頻
繁
に
の
ぞ
け
る
著
者
が
本
当
に
ら
や
ま
し
い
。
 
 

●
七
七
頁
「
朝
日
書
林
の
雑
誌
の
山
の
中
か
ら
『
高
橋
元
音
詩
碑
記
念
誌
』
 
 
 

（
昭
4
1
・
5
・
7
（
序
幕
当
日
）
）
を
見
つ
け
出
す
。
」
 
 

詩
碑
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
除
幕
」
だ
ろ
う
。
 
 

●
七
八
頁
「
吃
立
し
て
い
る
よ
う
な
そ
の
姿
は
、
詩
人
、
文
学
者
以
外
の
 
 
 

何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
」
 
 

こ
れ
は
吃
立
だ
ね
。
た
だ
し
、
二
〇
九
頁
に
は
、
「
吃
立
せ
ん
と
す
 
 
 

る
精
神
」
と
あ
る
。
同
じ
頁
に
「
前
橋
随
一
の
書
店
喚
乎
堂
」
と
あ
り
、
 
 
 

次
貫
に
は
、
「
換
呼
堂
」
と
あ
る
。
ど
ち
ら
か
が
誤
植
。
 
 

●
八
一
頁
「
私
は
本
間
の
現
実
反
映
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ツ
 
 
 

シ
ュ
な
文
学
論
に
は
、
と
う
て
い
組
み
し
得
な
い
が
、
…
…
」
 
 

「
与
し
得
な
い
」
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
最
近
は
「
組
す
」
と
い
う
表
 
 
 

記
も
許
容
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。
『
蒐
春
日
誌
 
二
』
の
五
二
頁
に
も
、
 
 
 

「
福
田
憧
在
の
九
十
九
匹
の
論
に
組
み
す
る
も
の
だ
が
」
と
あ
る
。
 
 

●
一
五
六
貫
「
人
民
委
貞
会
の
任
務
は
微
に
入
り
細
い
に
わ
た
り
、
…
…
」
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「
い
」
は
不
要
。
 
 

●
一
九
五
頁
「
し
か
し
わ
ず
か
ふ
た
月
で
、
八
〇
版
ま
で
売
れ
た
の
か
。
 
 
 

不
信
で
は
あ
る
。
」
 
 
 

こ
れ
は
「
不
審
」
。
二
九
四
頁
に
も
、
「
私
は
そ
ん
な
近
代
文
庫
を
見
 
 
 

て
は
い
な
い
。
不
信
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
三
人
 
 
 

〇
頁
に
は
、
「
ち
ょ
っ
と
不
審
な
感
も
残
る
。
」
と
あ
る
か
ら
明
ら
か
な
 
 
 

誤
植
。
 
 

●
二
大
四
頁
「
硯
学
河
野
輿
ご
 
 

よ
く
や
る
「
碩
学
」
の
誤
り
。
 
 

●
三
二
八
貫
「
日
本
文
学
報
告
会
編
『
俳
句
の
す
、
め
』
（
昭
1
9
・
6
・
 
 
 

5
三
省
堂
。
〉
初
版
一
万
部
）
、
五
百
円
。
」
 
 
 

発
行
年
代
か
ら
考
え
て
、
日
本
文
学
報
国
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

●
三
三
一
貫
「
ア
メ
リ
カ
も
ロ
シ
ア
を
フ
ラ
ン
ス
も
中
国
も
…
…
」
 
 

こ
れ
は
、
「
ロ
シ
ア
む
」
だ
ろ
う
。
 
 

●
三
四
六
頁
「
本
掛
が
え
り
的
に
今
、
文
庫
本
で
も
、
全
集
で
も
な
く
、
 
 
 

…
…
初
版
本
で
読
む
土
と
に
し
て
い
る
。
」
 
 

「
本
卦
が
え
り
」
が
正
し
い
。
三
七
六
頁
の
「
不
恩
義
」
は
「
不
思
 
 
 

議
」
。
さ
さ
い
な
こ
と
だ
が
、
三
八
二
頁
の
「
初
出
一
覧
」
に
．
「
『
国
文
 
 
 

鶴
見
』
第
三
号
一
九
九
五
年
」
と
あ
る
の
は
号
数
が
違
う
だ
ろ
う
。
 
 
 

そ
の
前
に
あ
る
「
国
文
鶴
見
」
第
二
七
号
が
、
一
九
九
二
年
刊
行
な
の
 
 
 

だ
か
ら
。
蛇
足
な
が
ら
一
四
七
頁
に
、
「
多
分
私
た
ち
が
桑
の
実
を
摘
 
 
 

ん
で
食
べ
た
最
後
の
子
供
の
世
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
 
 
 

か
。
」
と
あ
り
、
「
前
橋
の
町
は
ず
れ
で
育
ち
、
野
生
の
桑
の
実
は
少
年
 
 
 

時
代
の
甘
い
自
然
の
め
ぐ
み
だ
っ
た
。
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
著
者
は
 
 

一
九
四
二
年
生
ま
れ
で
、
小
生
よ
り
五
歳
年
長
。
小
生
も
小
学
生
の
こ
 
 
 

ろ
、
い
と
こ
た
ち
と
御
殿
場
の
田
舎
で
よ
く
食
べ
て
口
の
中
を
紫
色
に
 
 
 

し
、
食
べ
過
ぎ
る
と
腹
を
こ
わ
す
と
叱
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
 
 

⑳
大
屋
幸
世
『
蒐
春
日
誌
 
二
』
（
暗
星
社
、
二
〇
〇
一
・
六
）
 
 

●
九
頁
「
知
る
人
は
知
っ
て
い
の
る
か
も
知
れ
な
い
が
」
 
 

こ
れ
は
単
な
る
誤
植
。
 
 

●
二
一
貫
「
出
版
会
を
皮
肉
っ
て
い
て
面
白
い
。
」
 
 

前
行
に
は
「
出
版
界
歳
時
記
」
と
あ
る
。
 
 

●
二
三
頁
「
こ
れ
が
私
の
校
正
病
の
初
微
で
あ
る
。
」
 
 
 

病
気
だ
っ
た
ら
、
「
初
徴
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 

●
三
二
貢
「
こ
れ
は
い
く
ら
な
ん
で
も
あ
こ
ぎ
な
い
。
」
 
 

五
百
円
程
度
が
適
正
価
格
で
あ
る
内
容
見
本
が
千
円
も
す
る
の
は
お
 
 
 

か
し
い
と
言
う
の
だ
。
津
市
の
阿
漕
力
浦
の
漁
師
の
逸
話
に
基
づ
い
て
 
 
 

強
欲
で
あ
く
ど
い
さ
ま
を
言
う
こ
の
言
葉
は
「
阿
漕
だ
」
と
い
う
形
で
 
 
 

用
い
ら
れ
る
。
「
あ
こ
ぎ
な
い
」
な
ど
と
い
う
の
か
し
ら
ん
。
 
 

●
三
四
頁
「
会
場
内
で
も
、
助
手
の
冨
田
さ
ん
を
…
…
と
大
き
な
声
で
呼
 
 
 

び
寄
こ
す
の
も
、
…
…
名
物
で
あ
っ
た
。
」
 
 

「
呼
び
寄
せ
る
」
で
は
な
い
か
。
 
 

●
五
〇
頁
「
二
五
年
間
に
互
っ
て
書
か
れ
た
」
 
 

漢
字
で
書
く
な
ら
ば
「
亙
っ
て
」
、
も
し
く
は
「
亘
っ
て
」
。
 
 

●
七
五
頁
「
白
鳥
に
と
っ
て
は
日
本
女
性
の
裸
体
は
見
る
に
絶
え
な
か
っ
 
 
 

た
の
か
。
」
 
 

こ
れ
は
「
耐
え
な
か
っ
た
」
だ
ろ
う
。
 
 

●
一
〇
一
頁
「
外
電
の
封
ず
る
こ
と
と
し
て
ぃ
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こ
れ
は
「
報
ず
る
」
 
の
変
換
？
ミ
ス
。
 
 

●
一
〇
四
頁
「
的
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
 
 
 

一
五
五
頁
に
は
「
的
を
射
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
が
正
し
い
。
 
 

●
二
二
七
頁
「
〔
阿
部
次
郎
の
『
美
学
』
を
〕
若
い
芸
奴
が
買
っ
て
つ
て
」
 
 

「
芸
妓
」
の
誤
植
。
 
 

大
屋
氏
の
こ
の
大
冊
に
、
二
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
よ
う
や
く
目
を
 
 

通
し
た
。
氏
は
今
日
も
都
内
の
古
書
店
・
古
書
展
を
精
力
的
に
廻
っ
 
 

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
近
代
文
学
を
中
心
と
し
て
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
 
 
 

な
ジ
ャ
ン
ル
に
目
を
配
っ
て
い
る
氏
の
熱
意
と
多
読
ぶ
り
に
感
服
。
 
 

⑳
「
マ
オ
マ
ツ
」
（
N
H
K
テ
レ
ビ
、
二
〇
〇
一
・
七
・
一
二
）
 
 

「
龍
泉
窯
で
青
磁
を
焼
く
」
と
い
う
、
夜
一
一
時
過
ぎ
の
番
組
を
見
 
 
 

て
い
た
ら
、
「
マ
オ
マ
ツ
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
た
。
 
 
 

磁
器
を
焼
く
木
材
の
名
称
ら
し
い
。
字
幕
を
見
る
と
「
馬
尾
松
」
と
書
 
 
 

く
。
中
日
辞
典
に
ち
ゃ
ん
と
項
目
が
あ
っ
て
、
ア
ガ
マ
ツ
の
一
種
と
の
 
 
 

こ
と
。
中
国
語
で
「
マ
ー
サ
エ
イ
ソ
ン
」
と
言
わ
な
く
と
も
、
せ
め
て
 
 
 

「
パ
ピ
シ
ョ
ウ
」
と
言
わ
な
い
も
の
か
。
N
H
K
の
、
中
国
関
係
の
固
 
 
 

有
名
詞
の
無
茶
苦
茶
な
読
み
方
は
、
以
前
に
も
指
摘
し
た
が
、
な
ぜ
こ
 
 
 

の
よ
う
に
で
た
ら
め
な
音
訓
ま
ぜ
こ
ぜ
語
を
発
明
？
す
る
の
だ
ろ
う
 
 
 

か
。
 

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

⑳
「
ナ
レ
ー
タ
ー
の
言
葉
」
（
「
ニ
ュ
ー
ス
北
海
道
」
N
H
K
テ
レ
ビ
、
二
 
 
 

〇
〇
一
・
八
・
一
四
夕
刻
）
 
 

●
「
そ
れ
ま
で
は
馬
車
に
よ
る
交
通
手
段
が
お
も
で
し
た
が
、
…
…
」
 
 
 

札
幌
市
交
通
資
料
館
を
取
材
し
た
時
の
説
明
。
市
電
・
市
バ
ス
が
登
 
 
 

場
す
る
前
は
、
馬
車
が
主
要
な
交
通
手
段
だ
っ
た
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
 
 
 

ぅ
。
聞
き
過
ご
し
て
し
ま
い
そ
う
な
と
こ
ろ
だ
が
、
「
馬
車
に
よ
る
交
 
 
 

通
手
段
」
と
は
、
馬
車
そ
の
も
の
が
交
通
手
段
な
の
だ
か
ら
、
お
か
し
 
 
 

な
言
い
方
で
は
な
い
か
。
「
交
通
手
段
と
し
て
の
馬
車
」
な
ら
ば
わ
か
る
。
 
 
 

せ
め
て
「
そ
れ
ま
で
の
交
通
手
段
は
馬
車
が
お
も
な
も
の
で
し
た
…
…
」
 
 
 

と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。
 
 

⑳
生
島
治
郎
『
上
海
無
宿
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
九
七
）
 
 

●
二
四
四
頁
「
久
永
は
二
股
か
け
て
い
た
わ
け
だ
。
∴
…
‥
あ
ん
た
た
ち
を
 
 
 

撒
い
て
中
共
陣
内
へ
入
り
こ
め
れ
ば
…
…
。
」
 
 
 

な
ん
の
根
拠
も
な
い
の
だ
が
、
「
尾
行
を
ま
く
」
と
い
う
時
の
「
ま
く
」
 
 
 

は
、
「
煙
（
け
む
）
に
巻
く
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
 
 
 

「
巻
く
」
と
書
く
も
の
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
『
辞
林
㌘
の
「
撒
く
」
 
 
 

を
引
く
と
、
「
③
追
跡
者
な
ど
に
自
分
の
居
所
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
 
 
 

す
る
。
」
と
載
っ
て
い
る
。
不
明
を
恥
じ
る
。
 
 

⑳
S
・
M
氏
「
陶
詩
の
用
語
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
陶
淵
明
全
釈
』
明
治
 
 
 

書
院
、
二
〇
〇
一
所
収
）
 
 

●
「
小
論
も
、
そ
れ
ら
か
ら
稗
益
を
受
け
た
。
」
 
 
 

注
（
1
）
に
見
え
る
。
以
前
に
も
書
い
た
記
憶
が
あ
る
が
、
「
神
益
」
 
 
 

は
こ
れ
だ
け
で
、
－
「
補
い
役
だ
つ
。
助
け
と
な
る
。
」
（
角
川
『
新
辞
源
』
）
 
 
 

と
い
う
動
詞
な
の
だ
か
ら
、
「
稗
益
す
る
」
「
稗
益
さ
れ
る
」
と
し
な
け
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
「
利
益
」
な
ど
と
混
同
し
た
か
。
た
だ
し
、
論
文
自
 
 
 

体
は
大
変
に
有
益
だ
っ
た
。
斎
藤
茂
氏
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
い
た
「
孟
 
 
 

郊
交
遊
考
（
そ
の
三
）
」
（
「
人
文
研
究
」
五
一
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
 
 
 

部
紀
要
、
一
九
九
九
）
 
に
は
、
「
…
…
を
見
て
大
い
に
啓
発
、
稗
益
さ
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れ
た
。
」
と
あ
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
気
持
ち
が
い
い
。
 
 

⑳
松
田
伸
子
「
中
隠
の
住
ま
い
－
陶
淵
明
の
住
環
境
を
め
ぐ
る
表
現
を
中
 
 
 

心
に
－
 
」
（
東
大
比
較
文
学
会
「
比
較
文
学
研
究
」
五
五
、
一
九
八
九
）
 
 

●
一
五
一
頁
「
宅
地
の
広
が
り
は
十
余
畝
と
い
う
か
ら
、
今
の
単
位
で
言
 
 
 

え
ば
大
方
三
十
メ
ー
ト
ル
平
方
ほ
ど
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
一
角
を
為
 
 
 

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
」
 
 
 

陶
淵
明
の
「
帰
園
田
居
五
首
」
（
こ
の
詩
題
も
「
帰
田
園
居
」
と
誤
っ
 
 
 

て
い
る
）
（
其
の
一
）
に
、
「
方
宅
は
十
余
畝
、
草
屋
は
八
九
間
」
と
あ
 
 
 

る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
。
陶
淵
明
の
家
の
宅
地
が
「
三
十
メ
ー
 
 
 

ト
ル
平
方
」
と
は
、
な
ん
と
ま
あ
狭
い
こ
と
か
と
思
っ
た
の
は
、
「
三
 
 
 

十
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
読
み
誤
っ
た
か
ら
だ
が
。
「
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
」
 
 
 

で
は
、
間
口
と
奥
行
が
お
よ
そ
五
な
い
し
六
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
。
「
三
 
 
 

十
メ
ー
ト
ル
平
方
」
は
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
か
け
る
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
 
 
 

九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
わ
け
か
。
松
田
氏
は
九
〇
〇
平
方
メ
ー
 
 
 

ト
ル
の
宅
地
の
一
角
に
淵
明
の
家
が
建
っ
て
い
た
と
考
え
た
の
だ
。
そ
 
 
 

れ
に
し
て
も
松
田
氏
は
「
畝
」
と
い
う
単
位
を
何
に
基
づ
い
て
換
算
し
 
 
 

た
か
。
手
近
の
辞
書
で
調
べ
る
と
、
三
世
紀
の
貌
の
時
代
の
一
畝
は
、
 
 
 

約
五
ア
ー
ル
。
隋
に
な
る
と
約
七
・
五
ア
ー
ル
。
東
晋
時
代
の
一
畝
は
 
 
 

五
ア
ー
ル
強
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
一
ア
ー
ル
は
一
〇
〇
平
方
メ
ー
 
 
 

ト
ル
だ
か
ら
、
十
畝
は
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
「
十
余
 

畝
」
を
十
 
 
 

二
畝
と
仮
定
す
れ
ば
、
一
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

つ
ま
り
、
「
方
宅
は
十
余
畝
」
と
は
、
た
て
よ
こ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
五
メ
ー
 

ト
ル
前
後
の
広
さ
の
宅
地
を
扮
し
て
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
も
ち
 
 
 

ろ
ん
家
の
面
積
、
い
わ
ゆ
る
建
坪
は
当
然
こ
れ
よ
り
狭
い
）
。
松
田
氏
 
 

は
続
い
て
、
「
『
八
九
周
』
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
居
室
の
 
 

数
と
い
う
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
ま
い
。
…
…
窮
屈
で
こ
そ
な
い
も
 
 
 

の
の
、
け
っ
し
て
空
室
が
で
き
る
ほ
ど
の
、
′
広
い
住
ま
い
で
は
な
か
ろ
 
 
 

う
。
一
間
一
間
が
人
に
住
ま
わ
れ
、
あ
る
い
は
使
わ
れ
る
う
ち
に
、
そ
 
 
 

れ
ぞ
れ
が
人
に
馴
染
ん
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
温
も
り
を
帯
び
た
空
間
と
な
 
 

り
う
る
大
き
さ
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
詩
に
は
「
虚
 
 
 

室
 
余
間
有
り
」
と
い
う
句
も
あ
り
、
一
海
知
義
氏
は
、
「
ひ
と
け
の
 
 
 

な
い
部
屋
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
余
裕
が
あ
る
」
と
訳
し
て
い
る
（
岩
 
 
 

波
中
国
詩
人
選
集
『
陶
淵
明
』
）
し
、
ま
た
、
岩
波
文
庫
の
松
枝
茂
夫
・
 
 

和
田
武
司
訳
注
『
陶
淵
明
全
集
（
上
）
』
は
「
十
余
畝
」
に
つ
い
て
、
「
敷
 
 
 

地
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
さ
ま
を
言
う
。
当
時
の
一
畝
は
お
よ
そ
五
 
 

－
六
ア
ー
ル
。
」
と
正
確
な
注
を
付
し
て
い
る
。
ど
う
も
松
田
氏
は
帰
 
 
 

隠
後
の
淵
明
の
住
居
を
一
回
り
狭
く
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
 
 
 

だ
し
、
こ
の
「
園
田
の
居
」
は
、
義
興
四
年
（
四
〇
八
）
の
六
月
に
火
 
 
 

事
で
全
焼
し
て
し
ま
う
。
こ
と
は
「
戊
申
の
歳
六
月
中
、
火
に
遇
う
」
 
 
 

詩
に
見
え
て
い
る
。
 
 

⑳
「
毎
日
の
知
恵
」
（
毎
日
新
開
夕
刊
、
二
〇
〇
一
・
九
・
一
一
）
 
 

●
「
ノ
リ
の
缶
は
書
類
入
れ
や
ス
カ
ー
フ
を
入
れ
て
い
ま
す
。
」
 
 
 

再
利
用
の
効
用
を
説
く
「
阿
部
絢
子
さ
ん
か
ら
一
言
」
と
い
う
欄
に
 
 
 

あ
る
一
文
。
ど
う
し
て
、
「
書
類
入
れ
や
ス
カ
ー
フ
入
れ
に
し
て
い
ま
す
」
 
 
 

か
、
「
書
類
や
ス
カ
ト
フ
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
し
な
い
の
だ
ろ
う
。
 
 
 

本
当
に
ノ
リ
の
缶
に
書
類
入
れ
を
入
れ
て
い
る
の
か
し
ら
ん
。
 
 

⑳
「
三
枝
和
子
」
（
札
幌
・
N
書
店
「
古
書
目
録
」
二
号
、
二
〇
〇
一
）
 
 

●
「
水
原
秋
桜
子
 
三
枝
和
子
 
三
好
文
夫
 
三
好
連
泊
」
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近
代
文
学
（
小
説
・
詩
歌
）
の
項
目
に
並
ん
だ
作
者
の
名
。
作
者
の
 
 
 

五
十
音
順
に
並
べ
て
あ
る
。
前
後
が
み
ず
は
ら
、
み
よ
し
だ
か
ら
、
き
っ
 
 
 

と
「
三
枝
」
を
み
つ
え
だ
と
で
も
読
ん
だ
の
だ
。
さ
い
ぐ
さ
で
は
な
い
 
 
 

か
。
こ
の
N
書
店
の
目
録
、
滝
井
考
作
と
あ
っ
た
り
し
て
、
『
唐
山
の
鳩
』
 
 
 

な
ど
欲
し
い
本
は
あ
る
の
だ
が
、
注
文
し
そ
び
れ
て
い
る
。
 
 

⑳
『
言
葉
に
関
す
る
問
答
集
－
よ
く
あ
る
「
こ
と
ば
」
の
質
問
』
（
国
 
 
 

立
国
語
研
究
所
、
欄
一
〇
〇
一
・
三
）
 
 

●
六
〇
頁
「
長
期
間
に
漁
る
濃
厚
な
言
語
接
触
や
、
…
…
」
 
 
 

以
前
に
も
書
い
た
。
ど
う
し
て
、
「
亙
（
亘
）
る
」
と
す
る
か
、
平
 
 
 

仮
名
に
し
な
い
の
か
。
同
じ
頁
に
「
文
字
、
語
桑
、
…
…
な
ど
多
岐
に
 
 
 

渡
り
、
…
…
」
と
も
あ
る
。
確
信
犯
だ
。
三
頁
に
は
「
寛
政
九
（
一
 
 
 

九
七
九
）
年
」
と
い
う
誤
記
も
あ
る
。
寛
政
九
年
な
ら
ば
、
一
七
九
七
 
 
 

年
が
正
し
い
。
「
渡
る
」
の
件
を
指
摘
し
て
葉
書
を
出
し
た
が
、
果
た
 
 
 

し
て
返
事
が
来
る
か
。
 
 
 

そ
の
後
、
独
立
行
政
法
人
「
国
立
国
語
研
究
所
」
の
な
ん
と
か
課
長
 
 
 

（
お
名
前
と
正
確
な
肩
書
き
を
失
念
し
た
）
と
名
乗
る
か
た
か
ら
、
研
 
 
 

究
室
に
電
話
を
も
ら
い
び
つ
く
り
し
た
。
は
じ
め
に
葉
書
の
礼
を
言
う
 
 
 

の
で
、
お
詫
び
の
言
葉
が
続
く
と
思
っ
た
ら
、
ど
う
も
要
領
を
得
な
い
。
 
 
 

執
筆
者
の
個
性
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
気
 
 
 

が
す
る
。
な
ぜ
、
原
稿
の
点
検
ミ
ス
だ
っ
た
の
で
執
筆
者
に
も
伝
え
、
 
 
 

次
回
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
言
わ
な
い
の
 
 
 

だ
ろ
う
。
今
だ
に
す
っ
き
り
し
な
い
。
 
 

⑳
「
遠
山
文
科
相
が
児
童
と
触
れ
合
う
」
（
毎
日
新
聞
朝
刊
、
二
〇
〇
丁
 
 
 

九
・
二
九
）
 
 

●
「
文
科
相
は
自
ら
も
お
手
玉
を
披
露
す
る
な
ど
約
2
0
分
間
、
児
童
た
ち
 
 
 

と
触
れ
合
っ
た
。
」
 
 

遠
山
文
科
相
が
千
歳
市
立
向
陽
台
小
学
校
を
訪
問
し
て
、
二
年
生
の
 
 
 

生
活
科
の
授
業
を
視
察
し
た
と
い
う
記
事
。
誰
か
の
エ
ッ
セ
ー
で
も
、
 
 
 

こ
の
「
触
れ
合
う
」
の
語
感
が
べ
た
べ
た
し
て
気
持
ち
悪
い
と
書
い
て
 
 
 

い
た
。
確
か
に
こ
の
ご
ろ
、
「
触
れ
合
う
」
が
多
用
さ
れ
、
公
共
施
設
 
 
 

の
名
称
に
も
「
0
0
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
い
う
の
が
多
く
な
っ
 
 
 

た
。
こ
の
記
事
、
ど
う
し
て
、
交
痺
し
た
、
遊
ん
だ
、
な
ど
と
書
か
な
 
 
 

い
の
だ
ろ
う
か
。
『
辞
林
㌘
の
「
触
れ
合
う
」
の
項
に
は
、
「
①
互
い
 
 
 

に
相
手
に
触
れ
る
。
接
触
す
る
。
②
気
持
ち
が
通
い
合
う
。
」
と
あ
る
。
 
 
 

記
者
は
②
の
意
味
で
用
い
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
た
っ
た
二
十
分
 
 
 

間
で
児
童
と
心
が
通
い
合
う
と
考
え
る
の
も
滑
稽
だ
。
 
 

⑬
川
島
勝
『
井
伏
鱒
二
1
サ
ヨ
ナ
ラ
ダ
ケ
ガ
人
生
』
（
文
春
文
庫
、
一
九
 
 
 

九
七
）
 
 

●
一
九
三
頁
「
す
き
焼
き
が
メ
イ
ト
ン
で
あ
っ
た
。
」
 
 
 

「
メ
ィ
ー
ン
」
が
発
音
で
き
な
い
。
二
二
三
頁
に
あ
る
「
長
年
井
伏
文
 
 
 

字
に
親
し
ん
で
き
た
」
が
「
井
伏
文
学
」
で
あ
る
の
と
同
様
の
誤
植
だ
 
 
 

ろ
う
か
。
 
 

⑳
本
田
マ
サ
フ
ミ
「
週
末
レ
ジ
ャ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
（
H
B
C
ラ
ジ
オ
、
二
 
 
 

〇
〇
二
、
午
前
七
時
四
五
分
頃
）
 
 

●
「
夏
炉
冬
扇
」
 
 
 

月
日
を
失
念
し
た
が
名
寄
ビ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
は
雪
質
が
す
ば
ら
し
 
 
 

い
と
い
う
案
内
。
本
田
と
い
う
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
雪
質
が
良
い
理
由
を
、
 
 
 

名
寄
は
気
温
差
が
六
〇
度
も
あ
っ
て
、
カ
ロ
ト
ウ
セ
ン
だ
か
ら
と
言
う
。
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ベ
ッ
ド
で
う
つ
ら
う
つ
ら
聞
い
て
い
た
の
が
、
こ
こ
で
目
が
覚
め
て
し
 
 
 

ま
っ
た
。
「
夏
炉
冬
扇
」
は
「
冬
扇
夏
炉
」
と
も
言
う
。
『
新
字
源
』
に
 
 
 

は
、
「
夏
の
火
ば
ち
と
冬
の
う
ち
わ
の
意
で
、
無
益
な
言
論
や
才
能
の
 
 
 

た
と
え
。
」
と
あ
り
、
出
典
と
し
て
『
論
衡
』
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
 
 
 

『
辞
林
2
1
』
に
は
、
「
〔
論
衡
〕
季
節
は
ず
れ
で
役
立
た
ず
の
も
の
の
た
 
 
 

と
え
。
」
と
あ
っ
て
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
 
 
 

夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
こ
と
を
言
う
も
の
で
は
な
い
。
 
 

⑳
角
川
源
義
『
幻
の
赦
免
船
』
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
五
）
 
 

●
「
戦
後
出
版
界
の
風
雲
児
が
、
…
…
愛
と
風
狂
の
果
て
に
妖
逝
し
た
今
、
 
 

：
‥
．
．
 

」
 
 

「
角
川
源
義
遺
稿
集
」
と
銘
打
た
れ
た
帯
に
あ
る
言
葉
。
「
妖
逝
」
 
 
 

は
「
夫
逝
」
だ
ろ
う
ね
。
一
九
一
七
年
に
生
ま
れ
、
一
九
七
五
年
に
五
 
 
 

八
歳
で
没
し
た
角
川
書
店
の
創
業
者
を
「
夫
逝
」
と
言
う
か
ど
う
か
は
 
 
 

別
と
し
て
も
。
こ
の
本
、
葬
儀
委
貞
長
松
本
清
張
の
「
弔
詞
」
が
載
っ
 
 
 

て
い
る
の
に
惹
か
れ
て
S
古
書
店
で
購
入
し
た
も
の
。
 
 

⑳
岸
部
四
郎
『
岸
部
の
ア
ル
バ
ム
ー
「
物
」
と
四
郎
の
半
生
記
』
（
夏
目
 
 
 

書
房
、
一
九
九
六
）
 
 

●
一
五
頁
「
関
西
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
『
父
子
鷹
』
（
下
母
沢
寛
原
作
）
」
 
 

こ
れ
は
「
子
母
沢
寛
」
の
誤
り
。
二
一
貫
に
も
「
下
母
沢
寛
の
『
新
 
 
 

選
組
始
末
記
』
が
ピ
カ
イ
チ
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
子
母
沢
は
、
札
幌
 
 
 

か
ら
ほ
ど
近
い
厚
田
柑
の
生
ま
れ
で
、
文
学
碑
が
あ
る
。
 
 

●
一
六
頁
「
巌
本
善
治
は
、
…
…
『
女
学
雑
誌
』
を
主
催
す
る
進
歩
的
文
 
 
 

化
人
で
あ
る
。
」
 
 

見
過
ご
し
そ
う
だ
が
、
「
主
宰
す
る
」
だ
ろ
う
ね
。
 
 

●
二
二
頁
「
鴎
外
は
岩
見
の
出
、
…
…
」
 
 

森
鴎
外
は
「
石
見
国
津
和
野
」
の
生
ま
れ
で
す
。
 
 

●
六
七
頁
「
ポ
ル
シ
ェ
が
日
本
で
は
じ
め
て
平
行
輸
入
さ
れ
て
、
…
…
」
 
 

「
並
行
輸
入
」
の
間
違
い
。
こ
の
本
、
古
本
屋
で
し
ば
し
ば
見
た
も
 
 
 

の
だ
っ
た
が
、
も
と
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が
書
い
た
も
の
 
 
 

な
ど
と
軽
視
し
て
、
手
に
取
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
古
書
を
扱
っ
 
 
 

ジ
ー
と
し
て
の
初
版
本
」
で
、
「
荷
風
の
私
家
版
を
求
め
て
」
「
奇
婦
人
・
 
 
 

た
別
の
本
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
折
よ
く
、
某
古
書
店
の
目
録
に
 
 
 

載
っ
て
い
た
の
で
注
文
し
た
も
の
。
な
る
ほ
ど
第
一
章
が
「
ノ
ス
タ
ル
 
 

森
莱
利
（
「
莱
荊
」
の
誤
り
）
」
な
ど
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
岸
 
 
 

部
四
郎
は
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
司
会
な
ど
を
し
て
い
て
よ
く
見
 
 
 

か
け
た
？
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
ま
っ
た
く
見
な
く
な
っ
て
し
 
 
 

ま
っ
た
。
彼
の
、
初
版
本
や
ら
ブ
リ
キ
玩
具
や
ら
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
∴
ジ
ー
 
 
 

ン
ズ
や
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

⑳
 
棋
士
の
名
前
（
全
日
本
早
碁
オ
ー
プ
ン
戦
「
毎
日
新
聞
」
夕
刊
、
二
 
 
 

〇
〇
二
・
三
）
 
 

●
黄
実
時
四
段
 
 

こ
れ
に
、
「
こ
う
い
う
ん
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
。
「
突
」
は
、
 
 
 

漢
音
は
エ
キ
、
呉
音
は
シ
ャ
ク
、
栂
は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
字
だ
が
、
 
 
 

『
大
湊
和
辞
典
』
に
は
イ
ン
と
い
う
著
し
か
な
い
。
ち
な
み
に
、
日
光
 
 
 

の
意
だ
そ
う
だ
。
以
前
に
も
書
い
た
が
、
中
国
人
（
黄
四
段
は
王
銘
碗
 
 
 

本
因
坊
の
門
下
と
あ
る
か
ら
台
湾
出
身
な
の
だ
ろ
う
）
 
の
姓
名
の
読
み
 
 
 

方
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
で
た
ら
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
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※
蛇
足
（
其
の
こ
 
 
 

卒
業
論
文
宣
「
思
惑
」
と
い
う
言
葉
が
使
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
口
頭
 
 
 

試
問
の
時
、
学
生
に
ど
う
読
む
の
か
聞
い
て
み
た
ら
、
案
の
定
、
「
し
 
 
 

わ
く
」
と
読
む
。
「
惑
」
は
当
て
字
（
手
近
の
古
語
辞
典
で
「
思
は
一
く
」
 
 
 

を
引
く
と
、
「
お
も
ふ
の
未
然
形
＋
接
尾
語
く
」
と
あ
る
）
だ
か
ら
、
 
 
 

そ
れ
で
読
み
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
学
生
に
書
か
せ
る
だ
け
で
は
 
 
 

な
く
、
読
み
の
練
習
も
大
切
だ
と
痛
切
に
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
 
 

※
蛇
足
（
其
の
二
）
 
 

古
書
町
Ⅰ
書
店
を
尋
ね
た
と
き
店
主
に
、
こ
の
ご
ろ
に
な
っ
て
今
は
 
 
 

廃
刊
に
な
っ
た
0
文
庫
が
気
に
な
っ
て
、
見
か
け
た
ら
な
る
べ
く
買
う
 
 
 

こ
と
に
し
て
い
る
と
話
し
た
ら
、
店
頭
に
は
並
べ
て
い
な
い
が
倉
庫
に
 
 
 

二
本
く
ら
い
あ
る
の
で
今
度
出
し
て
お
く
と
言
っ
て
く
れ
た
。
一
週
間
 
 
 

ほ
ど
経
っ
て
再
び
訪
れ
る
と
、
三
〇
冊
ほ
ど
を
紐
で
く
く
つ
た
も
の
を
 
 
 

二
束
（
こ
の
一
束
を
一
本
と
言
う
の
だ
）
 
出
し
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
 
 
 

遠
慮
な
く
一
〇
冊
余
り
を
頂
い
た
。
値
段
も
良
心
的
だ
っ
た
 
（
他
の
本
 
 
 

の
値
段
も
）
。
お
礼
を
言
う
と
、
ま
だ
ウ
ブ
イ
も
の
で
す
か
ら
、
と
専
 
 
 

門
用
語
？
が
飛
び
出
し
た
。
き
ち
ん
と
約
束
を
守
っ
て
店
に
出
し
て
い
 
 
 

な
い
本
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
、
良
い
本
が
手
に
入
っ
た
こ
と
、
そ
し
 
 
 

て
業
界
用
語
に
触
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
日
は
一
日
中
気
分
が
良
か
っ
た
。
 
 

※
蛇
足
 
（
其
の
三
）
 
 
 

こ
の
ご
ろ
時
お
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ス
ー
パ
ー
源
氏
」
な
ど
で
 
 
 

絶
版
文
庫
を
購
入
す
る
。
と
こ
ろ
が
送
料
が
ま
ち
ま
ち
。
梱
包
料
金
を
 
 
 

と
る
と
こ
ろ
さ
え
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
文
庫
本
を
一
冊
注
文
し
て
も
、
 
 
 

代
金
引
換
郵
便
で
送
っ
て
く
る
相
模
原
の
「
F
文
庫
」
は
四
九
〇
円
、
 
 
 

メ
ー
ル
便
で
送
っ
て
く
る
古
書
の
「
F
B
横
T
」
は
二
〇
〇
円
。
前
者
 
 
 

で
は
五
〇
〇
円
の
文
庫
本
が
ほ
ぼ
二
倍
の
価
格
に
な
っ
て
し
ま
い
、
も
 
 
 

の
す
ご
く
損
を
し
た
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
坪
内
祐
三
『
三
茶
日
記
』
 
 
 

（
本
の
雑
誌
社
、
二
〇
〇
二
）
で
は
な
い
が
、
「
本
当
に
貧
乏
性
だ
ね
、
 
 
 

私
は
」
。
た
だ
し
、
坪
内
氏
は
「
貧
乏
症
」
．
と
書
い
て
い
る
。
 
 

※
蛇
足
 
（
其
の
四
）
 
 
 

二
〇
〇
一
年
度
の
卒
業
式
（
学
位
授
与
式
）
か
ら
、
式
次
第
の
簡
素
 
 
 

化
と
の
こ
と
で
、
送
辞
が
割
愛
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Y
主
事
に
答
 
 
 

辞
は
ど
う
呼
ん
だ
ら
良
い
だ
ろ
う
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
送
辞
が
な
い
 
 
 

以
上
は
そ
れ
に
答
え
る
「
答
辞
」
と
い
う
名
称
は
お
か
し
い
か
ら
、
卒
 
 
 

業
の
言
葉
と
で
も
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
と
返
事
を
し
て
お
い
た
。
 
 
 

し
ば
ら
く
し
て
主
事
が
戻
っ
て
き
て
、
『
広
辞
苑
』
 
に
は
、
式
辞
に
答
 
 
 

え
る
言
葉
も
答
辞
と
い
う
と
あ
る
と
言
う
。
確
か
に
『
辞
林
2
1
』
に
も
、
 
 
 

「
式
辞
・
告
辞
・
祝
辞
な
ど
に
答
礼
す
る
言
葉
。
」
と
あ
る
。
式
辞
が
 
 
 

あ
る
な
ら
ば
答
辞
で
い
い
わ
け
だ
。
深
く
考
え
も
せ
ず
、
い
い
加
減
な
 
 
 

返
事
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
恥
じ
る
。
 

※
蛇
足
 
（
其
の
五
）
 
 
 

某
日
、
K
書
林
に
立
ち
寄
っ
た
ら
、
文
車
の
会
「
ふ
ぐ
る
ま
ブ
レ
テ
ィ
 
 
 

ン
」
の
創
刊
号
か
ら
、
八
二
号
（
反
町
茂
雄
追
悼
号
）
ま
で
の
、
合
本
 
 
 

三
冊
（
某
古
書
店
に
よ
る
と
、
古
書
価
二
〇
万
円
以
上
だ
と
か
）
を
貸
 
 
 

し
て
く
れ
た
。
古
書
店
で
本
を
借
り
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
。
面
白
 
 
 

い
記
事
や
裏
話
が
満
載
で
、
安
価
な
本
し
か
買
え
な
い
こ
と
は
変
わ
ら
 
 
 

な
い
も
の
の
、
古
書
の
世
界
が
ぐ
ん
と
身
近
に
な
っ
た
。
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